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　(歳入） 単位：円

款 項 目 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 翌年度繰越額 差
（収入済額－予算現額）

備　　　　　　　　　　　　　考

教育委員会所管分　　合計 26,141,380,000 20,695,205,286 20,212,786,213 482,419,073 4,427,317,000 △ 5,928,593,787

17 使用料及び手数料 111,099,000 102,896,554 102,896,554 0 0 △ 8,202,446 事項別明細書（26～29頁）

01 使用料 108,549,000 100,836,074 100,836,074 0 0 △ 7,712,926

12 教育使用料 108,549,000 100,836,074 100,836,074 0 0 △ 7,712,926 　

02 手数料 2,550,000 2,060,480 2,060,480 0 0 △ 489,520

10 教育手数料 2,550,000 2,060,480 2,060,480 0 0 △ 489,520 　

18 国庫支出金 14,315,961,000 13,860,629,043 13,860,629,043 0 946,117,000 △ 455,331,957  事項別明細書（30,31,34～39頁）

01 国庫負担金 10,528,052,000 10,996,217,527 10,996,217,527 0 0 468,165,527

04 教育費国庫負担金 10,528,052,000 10,996,217,527 10,996,217,527 0 468,165,527

02 国庫補助金 3,748,408,000 2,850,652,601 2,850,652,601 0 946,117,000 △ 897,755,399

12 教育費国庫補助金 3,748,408,000 2,850,652,601 2,850,652,601 0 946,117,000 △ 897,755,399

03 委託金 39,501,000 13,758,915 13,758,915 0 0 △ 25,742,085

07 教育費委託金 39,501,000 13,758,915 13,758,915 0 0 △ 25,742,085

19 県支出金 15,664,000 11,845,519 11,845,519 0 0 △ 3,818,481  事項別明細書（40～45頁）

02 県補助金 14,511,000 11,099,000 11,099,000 0 0 △ 3,412,000

10 教育費県補助金 14,511,000 11,099,000 11,099,000 0 0 △ 3,412,000

03 県委託金 1,153,000 746,519 746,519 0 0 △ 406,481

09 教育費委託金 1,153,000 746,519 746,519 0 0 △ 406,481

20 財産収入 21,002,000 17,900,016 17,900,016 0 0 △ 3,101,984  事項別明細書（44～47頁）

01 財産運用収入 17,387,000 14,766,909 14,766,909 0 0 △ 2,620,091

01 財産貸付収入 17,312,000 14,468,638 14,468,638 0 0 △ 2,843,362

03 基金運用収入 5,000 280,271 280,271 0 0 275,271

05 特許権等運用収入 70,000 18,000 18,000 0 0 △ 52,000

02　物品売払収入 3,615,000 3,133,107 3,133,107 0 0 △ 481,893

02　物品売払収入 3,615,000 3,133,107 3,133,107 0 △ 481,893

21 寄附金 28,200,000 25,168,259 25,168,259 0 0 △ 3,031,741  事項別明細書（48,49頁）

01 寄附金 28,200,000 25,168,259 25,168,259 0 0 △ 3,031,741

05 教育費寄附金 28,200,000 25,168,259 25,168,259 0 0 △ 3,031,741

令和６年度　北九州市一般会計決算（教育委員会所管分）
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　(歳入） 単位：円

款 項 目 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 翌年度繰越額 差
（収入済額－予算現額）

備　　　　　　　　　　　　　考

令和６年度　北九州市一般会計決算（教育委員会所管分）

22 繰入金 1,452,463,000 1,418,376,263 1,418,376,263 0 0 △ 34,086,737  事項別明細書（50～53頁）

01 特別会計繰入金 3,000,000 3,000,000 3,000,000 0 0 0

3,000,000 3,000,000 3,000,000 0 0 0

02 基金繰入金 1,449,463,000 1,415,376,263 1,415,376,263 0 0 △ 34,086,737

13 学校応援基金繰入金 9,438,000 8,376,263 8,376,263 0 0 △ 1,061,737

251,709,000 218,700,000 218,700,000 0 0 △ 33,009,000

18 退職手当基金繰入金 1,188,316,000 1,188,300,000 1,188,300,000 0 0 △ 16,000

24 諸収入 460,291,000 925,089,632 442,670,559 482,419,073 0 △ 17,620,441  事項別明細書（54～59,62,63頁）

01 延滞金加算金及び過料 5,276,000 4,202,296 4,202,296 0 0 △ 1,073,704

01 延滞金 5,276,000 4,202,296 4,202,296 0 0 △ 1,073,704 　

03 貸付金元利収入 363,871,000 808,614,333 327,515,773 481,098,560 0 △ 36,355,227

363,871,000 808,614,333 327,515,773 481,098,560 0 △ 36,355,227 　

04 受託事業収入 0 916,706 916,706 0 0 916,706

04 教育費受託事業収入 0 916,706 916,706 0 0 916,706

06 雑入 91,144,000 111,356,297 110,035,784 1,320,513 0 18,891,784 　

04 雑入 91,144,000 111,356,297 110,035,784 1,320,513 0 18,891,784

25 市債 9,736,700,000 4,333,300,000 4,333,300,000 0 3,481,200,000 △ 5,403,400,000  事項別明細書（66,67頁）

01 市債 9,736,700,000 4,333,300,000 4,333,300,000 0 3,481,200,000 △ 5,403,400,000

11 教育債 9,736,700,000 4,333,300,000 4,333,300,000 3,481,200,000 △ 5,403,400,000

04 市民太陽光発電所
　　特別会計繰入金

16 ＳＤＧｓ未来基金繰入金

09 教育費貸付金元利収入
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（歳出） （単位：円、内訳内は千円）

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 差（不用額） 支出済額の主な内訳

83,141,324,000 73,945,433,208 4,794,602,000 4,401,288,792

１ 教育職員費 52,812,925,000 50,739,028,502 0 2,073,896,498 事項別明細書（194,195頁)

１ 職員費 52,812,925,000 50,739,028,502 0 2,073,896,498
・義務教育諸学校等職員給与費　44,535,270千円

・教育委員会職員費　　6,203,758千円

２ 教育総務費 1,250,445,000 1,133,053,582 0 117,391,418 事項別明細書（194～201頁)

１ 教育委員会費 17,321,000 17,084,760 0 236,240 ・教育委員（５人）報酬　16,440千円

２ 事務局費 192,314,000 173,071,373 0 19,242,627
・私学振興経費　41,665千円

・事務局管理費　24,803千円

３ 奨学費 212,981,000 151,805,353 0 61,175,647 ・奨学資金貸付事業　137,225千円

４ 教職員人事費 725,450,000 696,076,879 0 29,373,121
・教職員給与支給関係事務経費　298,282千円

・特別支援学級補助講師の配置事業　253,796千円

５ 寄宿舎費 12,305,000 11,507,341 0 797,659 ・学校寄宿舎管理運営経費　11,507千円

６ 教育センター費 90,074,000 83,507,876 0 6,566,124
・特別支援教育相談支援事業経費  50,645千円

・管理運営費(教育センター）    22,701千円

３ 小学校費 15,023,565,000 11,125,397,864 2,761,955,000 1,136,212,136 事項別明細書（200～205頁)

１ 学校管理費 5,541,065,000 5,306,601,797 0 234,463,203
・教材、教具等標準運営経費  　1,761,099千円

・学校給食調理業務民間委託事業　1,266,295千円

２ 教育振興費 1,050,492,000 957,399,571 0 93,092,429
・就学援助　497,260千円

・小学校外国語活動補助事業経費　170,202千円

３ 学校整備費 8,432,008,000 4,861,396,496 2,761,955,000 808,656,504
・大規模改修事業　1,657,540千円

・学校統合等関連事業　1,079,951千円

４ 中学校費 7,257,786,000 5,804,805,090 562,898,000 890,082,910 事項別明細書（204～207頁)

１ 学校管理費 2,728,931,000 2,606,174,663 0 122,756,337
・教材・教具等標準運営経費　　　　　771,109千円

・学校給食調理業務民間委託事業　　677,347千円

２ 教育振興費 1,436,399,000 1,301,639,002 0 134,759,998
・就学援助　　　　　　　　　　　　　  510,194千円

・「チーム学校」運営・推進事業経費　　263,839千円

３ 学校整備費 3,092,456,000 1,896,991,425 562,898,000 632,566,575
・大規模改修事業　771,101千円

・外壁改修事業　358,783千円

款項目

13款　教育費　計

令和６年度　北九州市一般会計決算（教育委員会所管分）
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（歳出） （単位：円、内訳内は千円）

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 差（不用額） 支出済額の主な内訳款項目

令和６年度　北九州市一般会計決算（教育委員会所管分）

５ 高等学校費 224,264,000 201,530,676 650,000 22,083,324 事項別明細書（206～211頁)

１ 全日制高等学校
　管理費

203,569,000 185,948,329 0 17,620,671
・教育用タブレット端末整備経費　　44,596千円

・学生寮管理運営事業経費　　　　　37,771千円

２ 教育振興費 5,168,000 2,602,109 0 2,565,891 ・教育振興費　　2,602円

３ 学校整備費 15,527,000 12,980,238 650,000 1,896,762
・校舎改良　　　　8,909千円

・保守点検事業　　2,809千円

６ 特別支援学校費 4,101,251,000 2,555,784,709 1,464,339,000 81,127,291 事項別明細書（210～213頁)

１ 学校管理費 918,962,000 896,227,574 0 22,734,426
・スクールバス運行経費　　555,204千円

・教材・教具等経費　　　　132,058千円

２ 教育振興費 99,314,000 82,797,177 0 16,516,823
・医療的ケア児支援事業経費　　　57,024千円

・教職員の旅費等関係経費　　　　11,667千円

３ 学校整備費 3,082,975,000 1,576,759,958 1,464,339,000 41,876,042
・小倉北特別支援学校等整備事業　　1,385,388千円

・小池特別支援学校整備事業　79,826千円

７ 幼稚園費 65,793,000 57,230,191 0 8,562,809 事項別明細書（212～215頁)

１ 幼稚園管理費 30,372,000 26,905,057 0 3,466,943
・管理関係経費　　　　　　　　 　 9,046千円
・パソコン整備(機器賃借料）　　　 7,763千円

２ 教育振興費 22,343,000 20,809,031 0 1,533,969
・幼児教育センター設置経費 　19,647千円

・心の教育推進事業経費　　　　1,094千円

３ 幼稚園整備費 13,078,000 9,516,103 0 3,561,897
・学校跡地利活用推進事業　　　3,587千円

・幼稚園施設警備委託　　　　　2,534千円

８ 社会教育費 1,134,942,000 1,085,194,343 4,760,000 44,987,657 事項別明細書（214～219頁)

１ 社会教育総務費 85,968,000 72,732,198 0 13,235,802
・学校施設開放経費　　　　　 29,805千円

・コミュニティ・スクール、地域学校協働活動事業  21,324千円

２ 図書館費 1,043,651,000 1,007,532,340 4,760,000 31,358,660

・図書館指定管理者制度導入          403,925千円

・黒崎副都心「文化・交流拠点地区」整備事業経費　184,913千
円

３ 視聴覚センター費 5,323,000 4,929,805 0 393,195 管理運営費　4,930千円

9 保健体育費 1,268,375,000 1,243,115,975 0 25,259,025 事項別明細書（218～219頁)

１ 学校保健費 1,268,375,000 1,243,115,975 0 25,259,025
・学校給食食材価格高騰対応事業経費　　　 561,147千円

・学校医経費　　　　　　　　　　　　　   272,394千円

10 繰出金 1,978,000 292,276 0 1,685,724 事項別明細書（218～219頁)

１ 繰出金 1,978,000 292,276 0 1,685,724 土地取得特別会計への繰出金　　292千円
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　(歳入） 単位：円

款 項 目 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 翌年度繰越額 差
（収入済額－予算現額）

備　　　　　　　　　　　　　考

96,130,000 86,454,865 86,454,865 0 0 △ 9,675,135

86,152,000 86,152,000 86,152,000 0 0 0 事項別明細書（320,321頁）

２ 86,152,000 86,152,000 86,152,000 0 0 0

１ 不動産売払収入 86,152,000 86,152,000 86,152,000 0 0
先行取得した土地購入費（門司
港地域複合公共施設整備事業）
の元金分

1,978,000 292,276 292,276 0 0 △ 1,685,724 事項別明細書（320,321頁）

１　繰入金 1,978,000 292,276 292,276 0 0 △ 1,685,724

１ 一般会計繰入金 1,978,000 292,276 292,276 0 0 △ 1,685,724
先行取得した土地購入費の利子
分　※一般会計から繰入れ

３款 市債 8,000,000 0 0 0 0 △ 8,000,000 事項別明細書（320,321頁）

01 市債 8,000,000 0 0 0 0 △ 8,000,000

01 土地先行取得債 8,000,000 0 0 0 0 △ 8,000,000
・公共用地先行取得等事業債
・工事遅延により土地の引き渡し
が延伸されたため

４款 繰越金 0 10,589 10,589 0 0 10,589 事項別明細書（320,321頁）

01 繰越金 0 10,589 10,589 0 0 10,589

01 繰越金 0 10,589 10,589 0 0 10,589 前年度からの繰越金

　(歳出） 単位：円

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 差（不用額）

96,130,000 86,454,865 0 9,675,135

96,130,000 86,454,865 0 9,675,135

１ 土地先行取得費 8,000,000 0 0 8,000,000

３ 公共施設整備費 8,000,000 0 0 8,000,000

88,130,000 86,454,865 0 1,675,135

88,130,000 86,454,865 0 1,675,135

款項目 備　　　　　　　　　　　　　考

２　繰出金

１　繰出金
・公債特会操出金
・先行取得した土地購入費（門司港地域複
合公共施設整備事業）の元金＋利子分

教育委員会所管分　合計

１款　土地先行取得費 事項別明細書（322,323頁）

・公共用地先行取得費
・工事遅延により土地の引き渡しが延伸さ
れたため

令和６年度　北九州市土地取得特別会計決算（教育委員会所管分）

教育委員会所管分　合計

１款　財産収入

財産売払収入

２款　繰入金
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ミッション１　全てのこどもにとって「居心地のよい学校」をつくる

（１）こどもを枠にはめず、一人ひとりのこどもの違いを尊重する

■子どもの未来をひらく教育プラン策定等事業 2,074千円

■思永中学校温水プール運営事業 64,503千円

（２）こどもが人を支え、人から支えられ、自分の身を守れるように育てる

■人権教育推進事業 14,369千円

（３）学校の中でも外でも、安全で安心して過ごせる居場所をつくる

■学校施設老朽化対策事業 3,676,697千円

■バスケットゴール点検事業 7,621千円

■学校トイレ整備事業 199,398千円

■特別教室エアコン整備事業 11,761千円

ミッション２　こどもが失敗を恐れず挑戦し、志と人間力を高められる環境をつくる

（２）こどもも教職員も安心して挑戦し、失敗を楽しみ、成長の糧とできる環境を整える

■部活動振興事業 32,313千円

　生命の大切さを学び、自尊感情や他の人とよりよく生きようとする意識、集団生活での規範を尊
重し、義務や責任を果たす態度など「生きる力」を育む教育活動を推進した。また、人権教育教材集
「新版いのち」の積極的な活用を図るなど、学校における人権教育の充実を図った。

　市立学校の体育館に設置しているバスケットゴールについて、専門業者による点検を実施した。

　「こどもまんなかで質の高い教育環境」の実現に向けて、北九州市教育大綱の実行計画となる「北
九州市こどもまんなか教育プラン」を令和６年８月に策定した。また、教育プランの浸透・実践のため
に、対話型の教職員研修として「先生カフェトーク」を実施した。

　安全で安心な教育環境を整備するため、「北九州市学校施設長寿命化計画」に基づき、大規模改
修（長寿命化改修）及び外壁改修などの老朽化対策を実施した。

　児童生徒の安心・快適な学習環境を整備するため、計画的に学校トイレの洋式化を行った。

　近年の猛暑の中、安全で快適な学習環境を確保するため、小学校の理科室に、第三者所有方式
によりエアコンを設置するとともに、中学校について、今後のエアコン設置に必要となる変圧器改修
工事を行った。

　令和５年度末のＰＦＩ事業終了に伴い、令和６年度はプールの管理・運営業務を委託した。

　教員の負担軽減と部活動の振興を図るため、顧問教員に代わって単独での指導・引率等の業務
を行う「部活動指導員」の配置や、部活動指導業務をＮＰＯ法人へ委託するなど、部活動の環境整
備を実施した。

教育委員会 令和６年度決算 主要施策
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■「生きる力」を育む放課後エデュテイメント事業 9,676千円

（３）こどもが好きなことに夢中になれる環境をつくることで、知的好奇心を高め、思考力を育てる

10,038千円

■北九州市立高等学校の魅力向上推進事業 4,701千円

（４）社会に開かれた教育、学校外の学びや放課後活動の充実を進める

■電子書籍購入事業 50万円

■中央図書館照明設備改修事業 4,488千円

■中央図書館長寿命化事業 4,290千円

■図書資料購入等事業 65,270千円

■八幡図書館折尾分館運営事業 4,170千円

■子どもの読書活動推進事業 1,967千円

■はじめての絵本事業 4,612千円

　図書館資料の閲覧・貸出、レファレンス等の図書館サービスの充実を図るため、図書資料等を購
入するとともに、フィルムコートやラベルの貼付等の装備を行った。

　令和４年７月に新築移転開館した八幡図書館折尾分館の共同利用部分にかかる維持管理経費
等の負担を行った。

　子どもの読書習慣の定着や読書の大切さについての啓発を図るため、「北九州市子ども読書活
動推進会議」を開催するとともに、読書カードの配布やイベント等を行った。

　絵本を通して、親子の触れ合いや家庭における子どもの読書を応援する一助として、子どもの読
書に関心を持ってもらえるよう、生後４か月までの子どもがいる家庭を対象に絵本を配付した。

■北九州市立高等学校「魅力化」「特色化」推進事業

　産官学民と連携した探究的な学びの推進や次世代ＩＣＴ環境の整備を通して、高度な情報技術を
身につけたデジタル人材を育成し、未来を創造するための質の高い教育を推進した。

　北九州市立高等学校の教育内容の更なる充実を図るため、学科構成の変更など、今後の在り方
について検討した。

　来館しなくても読書を楽しめ、また、障害のある方等も利用しやすいなど、市民の様々なニーズに
応えられるよう、子どもを対象としていた「北九州市子ども電子図書館」において、大人向け電子書
籍の充実を図った。

  中央図書館の照明設備のＬＥＤ化のためのアスベスト事前調査及び実施設計を行った。

　中央図書館の長寿命化を図るため、建物の診断を実施し、予防保全や改修工事の必要性につい
て調査を行った。

　平日の放課後の学校というフィールドを使い、子どもたちの「学び」に「遊び」を掛け合わせ、探究
心や研究心を自由に開花させられるような「多様な体験の場」を提供した。
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ミッション３　誰一人取り残さない学びと、未来を見据えた先端的な学びを進める

（１）確かな学力と健やかな体を育成する

■教師用教科書及び指導書の購入 393,071千円

■子どもひまわり学習塾事業 49,550千円

■学力向上分析プロジェクト 962千円

■子どもの“健口力”（けんこうりょく）アップ事業 47,610千円

■AED本体更新事業 2,871千円

■学校給食魅力向上事業 229,797千円

■学校給食安全対策事業 123,847千円

■給食食材価格高騰対応事業 561,147千円

■小中一貫教育推進事業 728千円

（２）不登校児童生徒の支援やインクルーシブ教育システムの実現、夜間中学の運営などを進める

■学びの多様化学校（不登校特例校）設置検討事業 672千円

　義務教育9年間を通じた連続性・系統性のある学習指導・生徒指導を行うため、小中一貫教育
リーディング校区において実証的研究を行うとともに、9年間を見通して目指す子ども像や、成果、
課題について学校に周知した。

　不登校児童生徒や保護者のニーズ、令和５年度の「不登校児童生徒のための教育機会確保に係
る検討会議」における有識者からの意見を踏まえ、本市における「学びの多様化学校（いわゆる不
登校特例校）」の設置について検討を行い、令和9年４月開校の方針を決定した。

　小学校３・４年生の国語と算数の学力向上のため、外部アドバイザーを迎え、これまでの全国学
力・学習状況調査等の結果分析・課題整理を実施した。

　「学校における歯と口の健康づくり推進計画」に基づき、フッ化物洗口等のむし歯予防、歯みがき
や生活習慣の指導、むし歯治療の促進、保護者への啓発活動等の取組を複合的に実施し、子ども
の「健口力」の向上を図った。

　全市立学校（園）に設置しているＡＥＤ（自動体外式除細動）のうち、耐用年数を迎える対象機器
を更新した。

　学校給食の魅力向上を図るため、スチームコンベクションオーブンを未配置校54校のうち、39校
に設置し、これまでは提供することができなかった焼き料理や蒸し料理など、多彩な献立を提供で
きる環境を整備した。残りの15校は令和7年度中に設置する。

　児童生徒に提供する学校給食について、安全・安心な学校給食を提供できる環境を整えるため
に、給食調理機械の更新を行った。

　子育て世帯に対する支援として、物価高騰に係る市立小・中・特別支援学校の給食費値上げ相当
分を補助し、保護者の負担軽減を図った。

　令和６年度小学校・特別支援学校小学部教科用図書の採択替えに伴い、教師用の「検定教科
書」、「検定教科書用指導書」を購入した。

　児童生徒の主体的な学習習慣や、基礎的・基本的な学力の確実な定着を図るため、放課後等を
活用して学習機会を提供する「ひまわり教室」を実施した。
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■スクールカウンセラー活用事業（チーム学校） 154,900千円

■スクールソーシャルワーカー活用事業の充実（チーム学校） 92,027千円

■いじめ・不登校対策事業（チーム学校） 3,488千円

■ＳＮＳ相談事業 12,454千円

■医療的ケア児総合支援事業 68,794千円

■ひまわり中学校（夜間中学校）運営等事業 7,081千円

■ひまわり中学校（夜間中学校）バリアフリー化工事等事業 59,366千円

（４）グローバルな視野で活躍するための資質・能力の育成と国際理解教育の推進を図る

■グローバルリーダー育成事業（「北九州市型外国語教育」の推進） 5,589千円

■Ｋｉｔａkｙｕスーガク＋（プラス）による理工系人材育成推進 4,064千円

■防災・減災教育推進事業 3,247千円

　数学に関する「学校の中で味わえない体験の演出」を通して、中学生が数学への興味を深め、数
学に強い次世代人材を育成するため、第２回スー１★ＧＰを開催した。

　近年増加傾向にある予測困難な気象状況に対応するため、児童生徒が主体的に行動し、自分の
命は自分で守る行動ができるような知識と能力を身に付けさせ、未来を見据えた地域防災の担い
手を育成するための学習活動を学校安全計画に位置づけ、全ての学校において実施した。

　医療的ケア児支援法の趣旨に則り、市内の学校に通う医療的ケア児が安心して学校生活を送れ
るように、看護師等の配置や、通学支援などを実施することにより、保護者の負担軽減を行った。

　令和６年4月に開校したひまわり中学校において、学校運営に必要な教材・教師用指導書等の購
入や生徒の定期健康診断等を実施し、令和７年度の入学希望者に向けた生徒募集や学校説明会
を開催した。

　高齢者や障害者が通学や教室を移動する際に利用できるようエレベーターを設置し、段差解消
や手すり設置等のバリアフリー化工事を行った。

　北九州市と世界の架け橋となる人材の育成を目指し、北九州市独自のプログラムに基づく「北九
州市型外国語教育」を推進校において先行実施した。

　不登校やいじめなど様々な悩みに関し、カウンセリングを通し、未然防止や早期発見・対応を図る
ため、心の専門家であるスクールカウンセラーを学校へ配置した。

  貧困や虐待・不登校等への対応を含め、児童生徒の問題行動等の背景にある家庭等の問題に対
して、関係機関との連携を図りながら支援を行うため、「福祉の専門家」であるスクールソーシャル
ワーカーを配置した。

  北九州市いじめ防止基本方針に基づき、いじめを適切に把握するとともに、児童生徒の人間関係
づくりや小中連携による取組を推進することにより、いじめや長期欠席（不登校）の未然防止を図っ
た。また、関係機関やスクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー、スクールロイヤーと連携
した対応により、いじめや長期欠席（不登校）の解消を図った。

  いじめを含む様々な悩みを抱える児童生徒の悩みや不安の解消を図るため、ＳＮＳを活用した
「SNS悩み相談」を開設するとともに、教職員の研修、各家庭に向けた啓発を実施した。
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ミッション４　自律的で特色ある学校づくりを進め、教職員のウェルビーイング高める

■教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）の配置事業 530,871千円

■学校支援のための講師等配置事業 88,663千円

■特別支援学級補助講師の配置事業 253,796千円

■北九州市立高等学校DX推進事業 1,004千円

■教員負担軽減学校ＤＸ＋（プラス） 0千円

　中学校全校（６２校）に採点システムを導入し、教員の採点業務に係る負担軽減を図った。

■教育ダッシュボード実証事業 2,809千円

ミッション５　地域とのつながりの中で、社会全体でこどもを見守り支え、育てる

（１）地域・企業、NPO等と連携した教育を進める

■部活動地域移行事業 ３,９８３千円

（２）学校と地域の連携による学校運営を進める

■コミュニティ・スクール、地域学校協働活動事業 21,324千円

　地域と学校が連携・協働し、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えていくために、「コ
ミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」の一体的な実施に向けた取組を進めた。

　学校現場における業務改善の一環として、教員の負担を軽減し、子どもと向き合う時間を確保す
るため、教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）の配置拡充を行った。
＜令和５年度：１９２名　→令和６年度：２１３名　２１名増＞

　学力向上や長期欠席・不登校対応など、学校の課題や状況に柔軟に対応し、学校運営を円滑に
進めていくため、講師等を配置した。

　学校に配置する特別支援教育コーディネーター（特別支援学級担任）の活動を支援し、もって特
別支援教育の推進及び充実を図るため、在籍児童生徒数の多い特別支援学級（自閉症・情緒障害
等）に教員免許を有する特別支援学級補助講師を配置した。

　学校運営について、時代に合わせた見直しを行い、自動採点システム及びインターネット出願シス
テムを導入し、教員の業務改善及び適切な事務処理体制を構築した。

　１人１台端末を活用して、「心の健康観察」やオンラインアンケートで得たデータをグラフ等で一覧
化し、授業改善や児童生徒の支援など、教育の質の向上につなげられる実証を行った。

　生徒がスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を将来にわたって確保するために、学校部活動から
地域クラブ活動への移行に向けて、部活動を地域団体に委託するモデル事業を実施するとともに、
有識者等による「部活の未来を考える会」を開催した。

（１）教職員が、時代の変化に対応して求められる資質・能力を身に着ける

（２）働きやすく、教職員同士がつながり、誰もが力を発揮できる職場をつくる

（３）自律的で特色のある学校をつくる
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（３）教育に関する情報を社会全体で共有できるよう積極的に発信する

■未来を担う教職員人材確保プロジェクト 5,071千円

　教員不足解消に向け、教員のやりがい、本市の魅力や取組など、本市で働くことのよさや教員採
用試験についての広報活動を行った。
　また、教職に就いていない教員免許所有者向けの講座やスクール体験を実施し、新たな人材の
発掘をに努めるとともに、教員採用試験合格者を対象とした奨学金返還支援制度により、優秀な人
材の確保につなげた。
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